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鏡の比喩とフランス詩人
—セーヴとマラルメー一
加 藤美 雄
直喩にしても隠喩にしても，詩の中で鏡の主題をその大半は比喩的に用
いることほきわめて多いと想像される。なぜなら，鏡は自分の姿をその真
実と誠意と心境と意識とにわけてありのままに映し出す道具だと，昔から，
洋の東西を問わず考えられているからである。
西洋では古くは水に映る自分の姿に魅了されるナルシスの神話にはじま
り，マラルメのエロディアードが鏡の前でこころみる自己批判にいたるま
で， ナルシスという美少年は置くとしても， 多くの女性はかならず一生． 
に一度は鏡の前で深刻な反省を迫られるのが常道であろう。とりわけゥr.:c. 
・・・。・・
ネツィアの鏡I) というのは西洋では最も早い時期にできた鏡であったらし
い。その映り具合が格別にすぐれていたようである。 「彼はその前をとお
るたびに，そのヴェネツィアの鏡に問いかけるような一瞥を投げたが，そ
フラトウーズ
の鏡は鏡の通例とほちがって，その問いかけの一つ一つに楽しい答をして
くれるのだった」2)とゴーティエがその小説のなかで語っている。またマラ
ルメほ友人ァンリ・カザリスに宛てた1867年5月14日付の手紙のなかで，
「まっ暗やみのなかにつき落され，倒れはしたが，勝関をあげ，取乱して，
いつほてるともなく，一一ついに，数力月前まではすっかり忘れていたの． ． ． ． ． ． ． グラー入
に，ある日ふたたびヴェネツィアの姿見の前にとうとう立つことになっ
1) ヴェネツィア，即ちヴェニス製の鏡の優秀さは早くから伝えられ，フランスの作
家も多くこれを比喩として用いている。自己反省の道具として引きあいにだされて
いる。
2) Th. Gautierの CapitaineFracasse, XIIIの一節である。 ロベール大辞典の
Miroirの項参照。
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た」3)といっているのは，やはり自分の本来の姿を見出すための手段として，
ヴェネツィアの姿見を考えついたからのようである。
＊ 
それでは詩のなかでこの鏡の比喩はどうなっているのか。まず16世紀の
リヨンの大詩人モーリス・セーヴの作品「デリ」をしらべて見よう。自己
反省的，内省的性格の濃厚なこの恋愛詩にはさぞや見事な鏡の主題があり. . . .. . . 
そうに思われるが，事実，水に映る姿を見る水鏡と，不透明な水晶体とし. . . . 
ての砿と，壁の釘にかけられたガラスの鏡などが歌われている。もっとも
ガラスの類いは日本の正倉院の御物にも見られるそうだが，ギリシアや工
ジプトの装飾品には古くからあったらしいことは歴史の物語るところであ. . .. . . .. 
る。°辞典でほヴェネツィアの鏡は年代的にも最も古いと記されている。ま
たガラスの鏡が金属を磨いた鏡とどのようにその古さを競っていたかは不
明であるが，ともかく自分を肉体的に．また心理的に反省する道具として
の鏡 (miroir,glace)の主題は，きわめて古くから文学作品に用いられて
いるようである。
＊ 
「デリ」のなかで鏡を見る詩人の行為をしめすものとしてはさしあたっ
て 4つの例が，比較的近いとこるにまとまって見出される。 D229,D230, . . .  
D235, D257の詩節がそれである。まず結晶作用5)をしめす一例からはじ
めよう。宗教的匂いのする一節である。
3) Henri Cazalis宛のマラルメの手紙 (1867年5月14日付）の一節。 「マラルメ書
翰集1」,Correspondance, 1862-1871, p. 242. 参照。 H.Mondor: Vie de Mallarme, 
p. 237. 参照。
4) ロベール大辞典，第4巻 p.433, Miroirの項にある,Meyer et Grivetの Le
Verreという書物からの引用による。. . 
5) スクンダールがいう結晶作用とは，ザルップルグの塩坑になげこまれた枯枝に塩
の結晶が見事につくことがあるように，愛する人が新たな完璧さを有していること
を発見をする精神作用をさしている。スタンダールの「恋愛論」参照のこと。
Aumoins toy, clere, et heureuse fontaine, 
Et vous, 6 eaux fraisches, et argentines, 
Quand celle en vous (de tout vice loingtaine) 
Se vient !aver ses deux mains yvoirines, 
Ses deux Soleilz, ses levres corallines, 
De Dieu creez pour ce Monde honnorer, 
Debvriez garder pour plus vous decorer 
L'image d'elle en voz liqueurs profondes. 
Car plus souvent je viendroys adorer 
Le saint miroir de voz sacrees uncles. 
(Delie, D 235) 
せめて，透明で，幸多い泉よ，お前．
ひや
冷やかで，銀色に輝く水よ，お前たち，
（およそ悪から遠くはなれた）女が，神によって
この世に栄光をもたらすべく造られた
． 
その象牙のような二つの手，二つの太陽，
さんごのような唇をお前のなかで，籍ごうとするなら，
お前こそ，深遠なJk漁のなかに女の涵を，
ーそう身を飾るためにも，しっかりと抱きしめるべきなのだ。
いずみ
お前の神聖な波という聖らかな鏡を，
あが
もっとしばしば，崇めにやってくるものを。
（「デリ」第235節）
27 
この詩節ほ泉の水に跡をのこすデリの面影を，間接にでほあるが，もっと
しげしげと見詰めることの価値を歌っているのであるから，やほり恋愛感
かげ
情を表現する詩句だと考えてよい。女の本心を水に映った印象によって
ーそう鋭く見きわめようとしているようである。女神としてのデリと恋人
としてデリのあいだに調和を求めようとするセーヴの意志のあらわれでは. . . . . 
ないかと推定される。この詩句のなかの「二つの太陽」は明かに二つの眼の
28 
意味であり，手や唇とともに，恋愛の対象としての女性の精髄をあらわす
ものであることは確かであろう。また「神によって，この世に栄光をもた
．． 
らすぺく造られた」というのほ疑いもなく女神の身体をさすのであり，そ
こから Delie→Diane→ Naiadeという変貌の筋道の順序が予想されてくる。
吐セーヴとマラルメを繋ぐ思想的，具象的な例証をここにもまた一つ見る思
いがするのである。6)また「聖なる鏡を，……崇めにやってくる・・・・・・」とい
う詩句は一そうキリスト教のマリア崇拝に近いものを含んでいるという感
を抱かせる。要するに鏡の主題を用いた恋愛詩は，ここでは異教性とキリ
スト教的匂いとの両面をそなえながら，不思議な高揚をみせているといえ
そうであるc
次にもう一つの実例をやはりセーヴの作品から採用するなら，水鏡では
なく壁にぶら下った実用の鏡と女性との関係を端的に描いた詩旬が面白い
と思われる。
Tu es, Miroir, au cloud toujours pendant, 
Pour son image en ton jour recevoir : 
Et mon coeur est aupres d'elle attendant, 
Qu'elle le vueille aumoins, appercevoir. 
Elle souvent (6 heureux) te vient veoir, 
Te descouvrant secrette, et digne chose, 
Ou regarder ne le daigne, et si ose 
Ouir ses pleurs, ses plainctz, et leur sequelle. 
Mais toute dame en toy peult estre nclose, 
Ou dedans luy aultre entrer n'y peult, qu'elle. 
(Delie, D 257) 
. .. 
6) デリを仮りに女性の典型とすれば，その次に狩猟と月の女神ディアーヌ．ついで
永ら釦してサテュルヌスやフォ＿ヌに追っかけられるギリシア神話の美神ナイア
ードに変貌して，結晶作用の形式をもつとともに，マラルメの「半獣神の午後」の
女神の心像にも近づいてくるように思われる。
イマークユ
鏡よ，お前は明るさのなかに彼女の姿をうけとめるぺ<
いつも釘にぷらさがっている。
私の心ほ，彼女のそばで待ちながら，
せめて彼女の目につくのを待ちわびる。
彼女ほたびたびお前を見にやってきてほ（幸福な鏡よ！）
お前のなかに，秘められた立派なものを見出すのだ。
また（私は）てんで見ようともしないが，
それでも彼女の涙，伍倫，その余韻に耳傾ける。
おんな
婦人ほおよそ，お前のなかに閉じこもる。
それとも自分以外はそのなかに入れないこともあるのだ。
（「デリ」第257節）
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最後の 2行の意味ほやや曖昧だが，要するに女性が経験する鏡への没入は
あまりにも厳しいので，他人がそれに介入することさえできないというの．．． 
であるう。この詩節全体としてほ，女性と鏡のにらめっこの遊戯を，さら
にその女性に関心をもつ男性との関係において描いていると見るべきであ
ろう。鏡ほ女性を成長させはするが，そのなかに女性を溺れさせ，独断と
一人よがりの深淵へとひきずりこんでゆくことがある。デリのことを「私
の思索の鏡」とセーヴは没かの詩節 (Delie,D 415)で呼んでいるo鏡に見
入る女性，その女性を見詰める男性の追求の結果は，ついに鏡の神秘性を
信ずることになるのであろう。鏡も，板ガラスもすべて反射，反映するも
のほ，思索の堂々めぐりをたち切るための道具として役立つもののように
思われる。男性は直接鏡を見ないが，女性のなかに鏡を認め，その女性に
見入る姿勢，即ち女という鏡による瞑想の方式ほ，セーヴの場合，鋭知と. .. 
謙譲の徳に溢れているようだが，その奥にほフ゜ラトニスムのイデアの世界
がひそんでいるといわれている。7)それは決して均衡と明朗さの立場をは
7) Jean Frappier: Variations sur let屁medu miroir, de Bernard de Ventadour 
a Maurice Sceve. p. 158. (Cahiers de I'Association internationale des Etudes 
Franraises, 1959,)参照。
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なれていないが，自己認識と超脱とが，この方式によれば両立しうるもの
であることが，ナルシスの神話をのりこえた，二重の作業による自己認識
の方式として，セーヴによって，恋愛詩のなかでややコミックな調子さえ
帯びて導入された一例であろう。マラルメもこの二重の作業による自己認
識方式を鏡を用いて試みているとこるがある。8)
さてセーブほ中世の文学作品の伝統を継ぎながらも，新しい世界を発見
していったといわれているが，鏡の主題による比喩においても，恋人であ
る女性の顔を鏡に見立てて，そこに女性の心の秘密をよみとることは，平
凡ながら中世から多くの詩人たちによって行われてきた。 9)それをさらに
鏡を見る女性を通し，新しい地層としての女性を通過することによって，. . . . . 
イデアの批界，芸術の世界，詩の世界の高揚を，詩作そのもののなかに見
ようとし，その見事な実例をしめしたのは，低かならぬ象徴派詩人マラル
メであった。10) このことほ決して偶然ではなく，恐らくはマラルメの思考
のなかのセーヴ的屈折の仕方をおしえる例証といいうるものであろう。次
にマラルメの「エロディアード」の有名なエロディアードと鏡との対話の
部分をお目にかけよう。
＊ 
マラルメの「エロディアード」の「舞台」のなかでエロディアードが乳
母と語る対話の部分がそれである。
0 miroir ! 
． 
8) マラルメは「窓」 LesFenetres, の第 7節，第8節で． 窓ガラスが芸術であり，
． 
神秘そのものであってほしいといって．その書斎のなか全体に人生と芸術の二重の
姿を見ようとしている。
9) フラピエ教授は前掲の論文で， Thibautde ChampagneのLesChansons. のな
かの詩句を挙げているが．その同じ例証は無数に存在するだろうと思われる。. . . . . . . 
10) マラルメが「詩の贈物」 Dondu Poeme, のなかのイデュメア {Idumee► の夜の
子としての詩の誕生を歌うところなどをさす。拙著「マラルメ詩集」 （昭森社刊）
p. 75-p. 79. を参照のこと。
Eau froide par !'ennui dans ton cadre gelee 
Que de fois et pendant des heures, desolee 
Des songes et cherchant mes souvenirs qui sont 
Comme des feuilles sous ta glace au trou profond, 
Je m'apparus en toi comme une ombre lointaine, 
Mais, horreur ! des soirs, dans ta severe fontaine, 
J'ai de mon reve epars connu la nudite ! 
(Herodiade, v. 44-v. 51) 
おお，鏡よ！
ふら
お前の凍った縁のなかで，倦怠に冷えきった水が
もだ
いくどとなく，長いあいだ夢に悶えて，
深い穴の，お前の氷の下の枯葉のような
私の思い出を求めたとき，
お前のなかに．遥かな亡霊のように私は現われたのです。
でも，怖しい！夜品．お前の無清の泉のなかで
私は乱れて裸形となった私の夢を知りました。
（「エロディアー ド」 44行目ー51行目）
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シャルル・モロンは「エロディアード」を，その言葉の絢爛さにも拘らず，
この上もなく風変りな，この上もなく無器用な作品．あえていうなら最高
に「海底的」なフランス語の産物だと評している。11) このことはすでに周
知のことであろうが，詩人がいわば意識下の世界と交信しているような作
品だという意味に解せられる。無論ここに見られる王女エロディアードの
心理分析は，王女自身の意識しない心理的行為として，鏡の方が意識的に
王女の過去の記憶を表面に浮び上らせるという形をとることによって，凍
りついて冷水の塊りとなった物体，即ち鏡が．擬人的手法によって王女を
その鏡のなかで追求するという，まさに「海底的」操作によって，頑な王
11) Charles Mauron: Mallarme l'obscur, p. 75. 参照。
..eo 
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女エロディアードの心理を解き仕ぐそうとするのである。鏡はいわば異常
な王女の心理を分析する実験道具のような趣きを呈している。ここでほ女
性が本能的に見る鏡ではなく，嫌でも，それをのぞかずにはいられない，
自分の異常さを強引に解き明す手段として鏡を持ち出してきたのであって，
モロンがいう近代心理学ではお馴染の諸々の手法の一つとして，鏡と対
面させられる王女，実験台に登った一女性の姿が見られることになってい． 
る。抑圧され，歪められた無意識的欲望の解明者としての鏡の用法は，一
種の近代的ナルシシスムだといっても大きな誤りではないだろう。12) また
うらない
それを占術の一種と考えてもよいだろう。フロベールの「サランボー」の
• ぅらない
月の占術に似たところがある。従ってこのカルタゴの王女とユダヤの王女
との比較は諸々の研究家によってすでに試みられているようである。13)
ェロディアードが，人生と恋愛を拒否する氷のような女だとすれば，マ
ラルメもまた，現世の偽りの魅惑にほ頑に拒絶反応をしめす点で，決して
人後に落なかったと思われる。ユーソェーヌ・ルフェピュールというマラ
ルメの友人が， 1866年 8月に彼に送った手紙でいっているように，詩人は
「絶対と実在と虚無とのあいだで手品を使っていた」14) のであった。感覚
的なものと精神的なものとの闘争は，まさに「半獣神の午後」と「エロデ
ィアード」とのあいだで戦われた闘争のように，詩人の心を深く頷してい
たのである。
＊ 
次に掲げるすばらしいソネット 15)も，詩人が女性と男性，陰と陽，虚無
と実在の相剋にようやく終止符を打とうとしていた1868年 7月頃にその第
12) ナルシスが自己の美貌を信じたために天罰をうけるという神話には，エロディア
ードの傲慢とも見える態度と一脈通ずるところがある。鏡または水鏡が各人の本心
を明白にする役目をはたすところも同エ異曲であろう。
13) Mauron : op. cit., p. 76. 及び拙著「マラルメ詩集」 p.90. 参照のこと。
14) Henri Mondor : Eugene Lefebure, sa vie—ses lettres a Mallarme, p. 221. 参照。
15) <Ses purs ongles tres haut dediant leur onyx,}にはじまるソネット。
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一稿ができたもののようである。マラルメはようやく 26オを越そうとして
．． 
いたが，詩人にとって理想の世界が何であるかを，その頃かいま見つつあ
った。そしてその虚無のなかにかくれた理想を描いたのがこのソネットだ
といわれている。前半の 8行詩は大意をのぺるだけにとどめたい。 「数篇
のソネット」の四番目のソネット 16)である。またー名 ix(yx)のソネット
とも呼ばれている。それは脚韻に ix(yx)の韻がたてつづけに用いられて
いる 17)ことからきているのである。
. . !'つ
主人公の詩人ほ夕方から書いていた詩稿をいざ真夜中になって没にした。
そしてそれを蠍燭の火で燃やしたのだが，その燭台は小さな飾り模様の彫
像で支えられている。詩人が詩稿を持つ手の浄かな爪が，蠍燭の光ですか
されて縞蒻瑞のように美しく見えているのであるう。詩稿はまるで不死鳥
が太陽に焼かれるように燃え上るが．その灰となった詩稿は遺骨壺に収め
られることもないのである。（第 1節）。
詩人がいる書斎の食器棚の上には，いまはまったくなにも置かれていな
い。 {ptyx}さえもない。この {ptyx}という言葉はマラルメの造語として
ギリシア語から由来しているらしいのである。押韻の要求から造り出され
た言葉であるが，これが， {Abolibibelot d'inanite sonore,}「よく鳴り響く
うつろな廃品」という語旬と同格に置かれていることから，「征ら貝」18) と
．．． 
仮りに訳しておくことにする。その牲ら貝―—よく鳴るうつろな廃品一一
あるじ
さえもそこにほない。19) (そのわけほ．主人，部屋の主である詩人ほ．そ
．．． よみ
の保ら貝だけをたずさえて．黄泉の国に接する川．三途の川へと涙〔＝思. . . . 
想の霊感の泉〕を汲むために部屋を出ていったのである。この低ら貝ほ虚． 
無がそれを名誉ある品と考え，誇りとしているものなのだ。）このような大
意の第二節のあとに次の 6行詩がつづくのである。
16) Plusieurs sonnets, IV. をさす。
17) ix, yxの同音の韻が14行のうち 6行でくりかえされている。
,, んばい
18) 故鈴木信太郎先生は， 「梵貝」と訳しておられる。
19) この部分をあらわす原作の詩句も括弧に入れられている。
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Mais proche la croisee au nord vacante, un or 
Agonise selon peut-etre le decor 
Des licornes ruant du feu contre une nixe, 
Ele, defunte nue en le miroir, encor 
Que, clans l'oubli ferme par le cadre, se fixe 
De scintillations sitot le septuor. 
(Plusieurs sonnets, J'V, 38 et 4°strophes) 
あ まど
だが，北方に空いた窓枠にちかく
ニックス
水の精にむかって火を投げる一角獣の
こんじき
装飾につれてか，金色ほ悶える。
はだか
彼女ほ，鏡のなかに裸身の屍を横たえる。
その枠に閉された忘却のなかで，
ほやくも七重奏のきらめきが定着しようとも。
（「数編のソネット」 4,第3節，第4節）. . . . . . 
不死鳥 (phenix)と殷ら貝 (ptyx)という押韻されたこれら二つの言葉
が，この詩では重要な意味をもっていることほ誰しも気づくことだろう。
不死鳥が詩人そのものをさすことが最初の 4行詩では中心的主題となって
いる。その不死鳥のような詩人が，いまや「うつろな廃品」同様になった
鉱貞をたずさえて，外出してしまったあとのこの書斎はまったくの笙曇. .  
である。 「沈黙の音楽士」 {musiciendu silence)を意味する往ら貝さえ
いまほ見えない部屋のなかは，まった＜二重の空虚さに満されているとい
えるようである。そこにマラルメの狙いの一つがあることほ想像にかた＜
ニックス リコルヌ
ない。その空虚な書斎のなかで活躍するのが水の精と一角獣という神話的
よみ・・
存在である。さらに {styx}「三途の川」，黄泉の）Iはなにを意味するのか。
詩人がその川に涙（＝霊感の泉の水）を汲みにいったという表現を待つま． 
でもなく，地獄との境を接するこの川の性質上，詩人ほ低ら貝という「沈黙
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の楽器」をかかえて自殺しようとしていたことを意味している。この深刻
な意味ほ読者に大きな衝撃を与えずにほおかないであろう。従って，上掲
の6行詩の使命はきわめて重大なものとなってくる。ついでにいえば，マ
ラルメはこの空虚な部屋の意味を， 1868年7月付のアンリ・カザリスヘの
手紙のなかで，くunechambre avec personne dedans}20)「誰もいない部
屋」といっているが，それは明かにソネットの背景としての書斎の状況を
説明しているのである。
さてこの 6行詩でほ，これまで徐々に準備された結論を，最後の 1行ま
では明確にせず．ただ状況を分析するにとどまっている。そこで重要な役
割をほたすのが，一つの鏡である。鏡ほマラルメによってくunefroide 
fontaine► 「冷泉」21)とか， くEau froide► 「冷水」2)という言葉でおきか
えられることほすでに見たとおりである。そして「ヴェネツィアの姿見」
{glace de Venise}23)をその代表としているのである。 この 6行詩に見ら
ニックス
れる「水の精に向って火を投げる一角獣」の光景が．たとえ中世伝説から
きているにしても，そのもとは単なる空想ではなく，蝋燭の炎の蛇のよう
にめらめらする舌から．きらきらと光る一角獣の突き出した一本の蒼が連
想されることはありうることであり．その一角獣は中世のどこかの湖面に
ニックス
あそびたわむれる水の精24)にとびかかろうとしているかに見えるのである。
一角獣ほニックスのような処女を好んで襲うといわれている。水面からヴ
20) Charles Chadwick: Mallarme, sa pensee dans sa poesie, p. 53. の注(1)参照の． 
こと。そこでは．とくにくunechambre avec une personne dedans► ではないと
わざわざことわっているのに注意すべきである。
21) Frisson d'hiver, 「冬の戦慄」というマラルメの散文詩参照のこと。 (Oeuvres
completes; Ed. de la Pleiade, p. 271) 
22) 「エロディアー ド」参照のこと。 (Ibid. p. 45)。
23) 「冬の戦慄」参照。 この散文詩では， 冬の最中に泉の水に裸体で水浴する亡霊
を描いている。ここでは．あまたの女性がこのヴェネツィアの姿見という水のなか
で．自分の美しさの罪を洗い流そうとしたと思われるが．その光景が亡霊の水浴に
似ていると書いているのである。 . .. . . 
24) Nixeはゲルマン神話にみられる水の精．女神である。
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ェネツィアの鏡への連想ほ，マラルメの常套的心像のつながりであって，
Frisson d'hiver, 「冬の戦慄」というマラルメの散文詩がそれを証してい
ニックス
る。25) この水の精と一角獣の闘争が燭台の装飾として彫られていたのかも
しれないが，それを単に蠍燭の炎がさそう幻想とのみ解せないこともな
い。 {ledecor► も「装飾としての背景」と解すればよいことになる。蝋燭
まど もだ
が北に向って開いた窓枠のちかくで「金色に悶え」ているのである。この
「金色」がほたして蠍燭の炎にすぎないのかどうかは，まだわからない。
（第 3節）
第4節ほソネット全体のなかでも最も重要な 3行詩を形成している。
とんじ合
前節で金色に輝いていたなにものかが，鏡のなかに映った星座，北斗七星
まど
の輝き ({septuor►) だったことがわかってくる。鏡という「窓枠にとじ. . . . . 
こめられた忘却」 （鏡と忘却との象徴的関係はマラルメにとって常套的で
ニックス
あった）のなかに映るのほ，息絶えて倒れた裸身の水の精かと思われたが，
まど
それはあるいほ忘却のなかから浮び出て，窓枠にくぎられた夜の闇に輝く
イマージュ
北斗七星だったのだと，次第に心像が明瞭に固まってくる。その星の姿ほ
定着して．七つの合奏の形で甦り，詩の閃めきとなって空虚な詩人の部屋. .。
を詩と音楽で満そうとしている。詩人ほ死を覚悟して部屋を出たが，その
イマージュ
不在のあいだに詩ほ見事に実のろうとしているのである。星の心像はマラ
アンクー• ド・デー イマージュ
ルメ晩年の詩「賽子一擦」のなかに美しい心像となって実っていったこと. . . .
を忘れてはならない。鏡の比喩乃至象徴ほ空虚と忘却を意味するものとし. .. . . . . 
て，このソネットでほ， 「エロディアード」での記憶を甦らせるものとし
ての意味が，一度は否定されたように見えながら，最後に七連星の姿を映
しだすことによって，立派に本来の役割，即ち，真実の芸術，芸術家の意
識の回復を促進して，一挙に詩人の希望に答えているようである。否定を
通しての肯定である。否，肯定どころか窮地に陥った詩人を救う救命具の
役目さえほたしているのである。鏡ほ人間の真実の姿を映すだけではなく，
真実の姿をとりもどさせる重要な道具として見事にその存在理由を確保し
25) 注23)参照。
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ているのである。大空に拡がる大熊座の広大な星座を一挙に映しだすとい
う大規模な反射ほ，それによって詩人の危機を一挙に救う意味からいって
も，まさにくuncoup de th蒻tre►, 「大団円」を意味するものであって，そ
れこそ鏡の象徴だということになる。ここでは鏡の役割は心理的なものに
とどまらず，宇宙空間的な規模にまで拡大されているといえないだろうか。
． 
空虚のなかから無限の可能性を意味する理想があらわれ出たことにもなる
のである。
＊ . .. .
次巳鏡に似たものとして窓ガラス {lavitre}>がもつ役割の重大さは．
マラルメの詩編のなかで． たびたび強調されている。その例は大へん多
いが,{Les Fenetres}>「窓」という詩編にみられる用例の面白さは，人生
と芸術の問題をふくんでまことに暗示的なものがある。マラルメの前掲の
まど
ソネットと同じく．窓枠のガラス戸のそばでの人生の転換を意味する詩節
がそこに見られる。
Je fuis et je m'accroche a toutes les croisees 
D'ou l'on tourne l'epaule a lavie, et, beni, 
Dans leur verre, lave d'eternelles rosees, 
Que dare le matin chaste de l'lnfini 
Je me mire et me vois ange ! etje meurs, et j'aime 
— Que la vitre soit l'art, soit la mysticite -
A renaitre, portant mon reve en diademe, 
Au ciel anterieur ou fleurit la Beaute ! 
(Les Fenetres, 7°et ge strophes) 
● ど
私ほ逃れる。あらんかぎりの窓枠にすがりつき，
ひるがえ
そこから身を翻して．人生にそっぼを向ける。
とんじも
倫簸という浄らかな朝が金色に染める
永遠の露に洗われたガラスのなかで祝福されて
38 
私ほ姿を映し，天使になる！＿窓ガラスが
芸術で．また神秘であればとおもう―
私ほ死んで，夢を王冠に戴いて甦りたい．
美が線乱と咲き匂う前の世の天空に！
（「窓」第 7節，第 8節）
．．．． 
窓ガラス (lavitre)は比喩として，即ち，人生と芸術をへだてる目に見
えぬ（透明な）境界として重要な意味をもっている。窓ガラスはその内側
の面が反射することによって詩人の姿を天使として映しだす。 ＜青く不毛
な孤独)26)を経験した前夜の詩人は，曙を目の前にして決断を迫られてい
るのである。彼はたとえ天使にはなりえたとしても，空中を飛ぷべき天使
はね
の翼からほ羽毛がすっかり抜け落ちてしまって，永遠の芸術の空間を飛翔
することほむりであろう。芸術家は死んで美が線乱と咲き匂う楽園27)に帰
．．．． 
りたいと願うのはあるいは当然かもしれない。窓ガラスはこのほかない希
望を可能にする唯一つの媒介なのである。この希望をもちえないとすれば，
やがて来るべき曙ほ「血がしたたり，蒼白く，羽毛の抜けた翼とともに，
真暗な」加）ものに見えてくるという祖かはない。ここでもマラルメの詩の
解釈ほ心理的な均衡を回復しつつあるといえる。 1863年頃の発想と思われ
る「窓」の詩の構想に似たものとしてほ，やがて1870年以後になって，こ
イマージュ
の詩における「翼」という心像が， {eventail}「扇」になり，マラルメ夫人
やマラルメ嬢の掌のうちで軽やかに飛翔するという構想が見られる。29)
26) {la solitude bleu et sterile►. Mauron: op. cit., p. 58参照。
27) エデンの園，を詩人は考えているように思われる。 {Auciel anterieur}という． 
句では, {ciel► はparadis(天国）における至福を意味するものと考えられるが．．．． 
この詩句全体の意味としては，自分たちの祖先が経験したあの楽園，即ち，エデン． 
の園をさすように思われる。
28) 「詩の贈物」の 2行目の詩句である。 {Noir,a l'aile saignante et pale, deplu-
mee,► 
29) Eventail (de Madame Mallarme) ; Autre Eventail (de Mademoiselle Mal-
larme)などの詩編を参照のこと。
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見方をかえていえば，窓ガラスという媒介ほ半ばものの影を映しほする
が，他方でほその透明性によって精神的な光をも通すところにその特色が
．．． 
あるといえる。またガラスという素材のもろさも一役買っているようであ
って，それが現代のガラスのようにきわめて強化されたものであれば，芸
術への通路としての素材にはならなかっただろうと思われる。鏡が水に璧
えられるように，当時の窓ガラスほそのもろさのために価値を生じたのだ
ともいえそうである。ヌーレ夫人の説も大体以上のような点に立脚してい
るように思われる。30)
．．．． 
マラルメにとってほ窓ガラスのほかにも，その同類が同じような意味を
もつことがある。 {fen紅res}窓， {carreaux}四角いガラス， {croisees}
セど
窓枠のガラス戸，などが．建築の構造のなかで，単なる素材であるだけでは
まど
なく，窓枠のなかにほめこまれたガラス板として，その透明な平面性が問題
となっているように思われる。よく観察されたそれら四角な透明体は一様
に精神的な意味を帯びて，室内と室外．生活と芸術，人生と永遠との境界
として存在しているようである。そのことから，マラルメが書斎の生活の
重要性を，そこから見える風物の重々しい意味を，長年の経験から直観的に
把握していたことがわかる。マラルメは家のなかで詩作の勉強や仕事をし
ながら，窓ガラスとその形，その透明性がもつ意味をいやというほど考え
させられたのにちがいない。その内部には重苦しくよどんだ生活の空気が
あり．外部には軽やかな芸術の永遠の世界があることを夢想と思索のうち
に知りつくしていたのであろう。作家コペにあてたマラルメの手紙 (1866
年12月 5日付）にはその心境をうかがわせるにたる文章がみられる。
「私が生活をするというのは，私が私だけの部屋をもち，私の思索に満
ちあふれ，内心の夢のおかげでふくれ上った窓ガラスが見られるとき，ほ
じめてそういえるのだ……」31)
30) E. Noulet: L'Oeuvre poetique de Stephane Mallarme, p. 61. 参照のこと。
31) 1866年12月5日付， FrancoisCoppe宛のマラルメの手紙。 Besancon発信のも
のである。 Correspondence,1862-1871, 「マラルメ書翰集.1」， p.233. 参照。
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このように，夢想と思索を可能にする道具として，女性には鏡が，男性
．．．． 
（＝詩人）には窓ガラスが有効なものであったということは，マラルメだ
けの心理的構造とほ限らないであるう。女性（エロディアード）にとって
ほ自己の奥深く秘められた心情を顧みる契機として，男性'(マラルメ）に
とってほ人生と芸術の比重を考察する空間素材として，それぞれ鏡や窓枠. .  
にほめられたガラス戸を必要としたことは，一般の心理学的現象としても
きわめて妥当な考え方であるように思われる。詩の構造が複雑であればあ
るほど，その対象としての素材が単純であることを要求されるのは，文学
としての詩の成立には当然のことのようにも考えられる。セーヴとマラル
メがともに難解だとされるのほ，詩の用語や構造の複雑さにつれて，歌わ
れている内容もそれ相応に複雑なのではないかと懸念することが，かえっ
てこれらの詩人たちの詩の解釈を困難にしているからではないだろうか。
ランボーやリラダンのような天才的で飛躍的な（？）晦渋さは．この二人の
詩人にほかえって少ないのではないかとかねがね推定している。この二人
の詩人の鏡の比喩の用例はそのことをあるいほ立証することになりはしな
いかと考えるものである。
補注：Maurice Sceveのテキストとしては MauriceSceve, Oeuvres compl払tes,texte 
払tabliet annote par Pascal Quignard, (1974), (Mercure de France)を，
Mallarmeのテキストとしては Ed.de la Pleiade, (1951)を用いた。
（本学教授）
